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　 プ ラ イ ミ ン グ は 高張液に 種子 を
一

定 期間 浸 す 処 理 で ，ニ ン ジ ン 等 で は 適 温 以 下 の 温 度

に お い て 発 芽 お よ び 出 芽 が 促 進 され る こ と が知 られ て い る ，前 報で は プ ラ イ ミ ン グ に よ

り低 温 条 件 下 に お け る 水 稲 種 子 の 発 芽 が 促 進 され ， 斉
一

化 す る こ と を認 め た 　 本 報 で は ，

PEG6000 を処 理 溶 液 と し た場合 の 有効 な 浸透 ポ テ ン シ ャ ル お よ び 処 理 期 間 を 検討 す る と

共 に ，品種 に よ る 発 芽 改 善 効 果 の 差 異 を低 温 発 芽 性 の 異 な る 品種 を 用 い て 検 討 し た ．

　実験 1 ・PEG6000 に よ る好 適 処 理 条件 の 検 討 ．水 稲 晶 種 キ ヌ ヒ カ リを供 試 し ，
　 PEG6000

の 浸 透 ポ テ ン シ ャ ル を ，

−0．50MPa ，
−0，75MPa ，

− 1．OOMPa ，
−1．25MPa お よ び

一1．50MPa の 5

水準 ，処 理 B 数 を 3 日 ， 5 日 ，10 日 お よ び 15日 の 4 水 準 で 検 討 し た ．な お ，所 定 の 浸 透

ポ テ ン シ ャ ル に 必 要 な PEG6000 の グ ラ ム 数 は Michel −Kaufrnann の 実 験 式 か ら 算 出 し た ．実

験 2 ・プ ライ ミ ン グ効 果 の 品 種 間 差異 の 検 討 　 16品種 に
’
つ い て

一
〇，75MPa の PEG6000 を 10

日 間 処 理 した 、実 験 1 ， 2 とも ，1996年産 の 種 子 を粒 径 選 別 お よ び 比 重 選 別 して 使 用 し

た ， 9Gm シ ャ
ー

レ に 処 理 溶 液 50mlを 入 れ ，種 子 300粒 を 所 定 の 時 間 15
°
C

， 暗 黒 下 で 浸 種

し た ．処 理 後 流 水 で 1 時 間 す す ぎ ，濾 紙 2 枚 を 敷 い た 9 　 cm シ ャ
ー

レ に 種 子 100 粒 を 置 床

し，実 験 1 で は 21 日 間 ，実験 2 で は 14日 間 ，発 芽 数 を毎 日 調 査 し た ，幼 根 の 穎 か ら の 突

出 を も っ て 発 芽 と し た ．調 査 し た 発 芽 数 か ら
， 最 終 発 芽 率 ，平 均 発 芽 日 数 お よ び 発 芽 期

間 を算 出 し た 〔表 1 注参 照 ）．対 照 区 は 種子 を蒸 留 水 で 3 日 間 ， 15CC 暗黒 下 で 浸 種 し た ．

な お ， い ず れ の 試 験 も 3 反 復 実施 し た ．

　 プラ イ ミ ン グの 有 無 に か かわ らず，最 終 発 芽率 は い ず れ の 区 も極 め て 高 か っ た ．浸 透

ポ テ ン シ ャ ル
ーe．50MPa に お い て ，処 理 日 数 5 日 以 上 で は 処 理 中 に 発 芽 が 始 ま り ，プ ラ イ

ミ ン グ の 効 果 が 発 現 で きな か っ た た め ，
−O．50MPa区 は 解所 か ら 除 外 し た ．最 終 発 芽 率 は

プ ラ イ ミ ン グ に よ る影 響 を 受 げ な か っ た が
， 平 均 発 芽 日 数 ， 発 芽 期 間 は い ず れ も

一
〇．75M

Pa の 5 日 間 〜10 日 間 処 理 で 短縮 さ れた ，（表 1 ） PEG6000 を処 理 溶 液 と し た 場 合 ，浸 透 ポ

テ ン シ ャ ル
ー1、OMPa以 上 で は プラ イ ミ ン グ に よ り出芽 が 遅 れ た 、16品 種 に つ い て プ ラ イ

ミ ン グ の 効 果 を検 討 し た結 果 ， 最 終 発 芽率 ，平 均 発 芽 B 数お よ び 発 芽 期 間 は い ずれ も．

晶 種 ， プ ラ イ ミ ン グ お よ び 交 互 作 用 が 有 意 と な っ た ．個 々 の 品 種 に つ い て 検 討 し て み る

と ，は え ぬ き で は プ ラ イ ミ ン グに よ り最 終 発 芽率 が高 ま っ た が ，他 の 品種 で は 処 理 に よ

る差 は 認 め られ な か っ た ， 12品 種 で は プ ラ イ ミ ン グ に よ ・）平 均 発 芽 日 数 が 短 縮 され た が ，

低 温 発 芽 性 ，直 播 適 応 性 お よ び 対 照 区 に お け る 最 終 発 芽 率 と プ ラ イ ミ ン グ に よ る 発 芽 促

進 効 果 と の 間 に
一

定 の 関 係 は 認 め ら れ な か っ た． コ シ ヒ カ リ で は プ ラ イ ミ ン グ に よ り発

芽 期 間 が 短 縮 さ れ た が 他 の 品 種 で は 無 処 理 区 と の 間 に 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た ．（表 2 ）
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表1 浸透ポテ ン シャ ル および処理期間が水稲種子の 発芽に 及ぼす影響

要因　 水準 最終発芽率　　平均発芽 B 数　　発芽期間

　 （96）　 　 　 　 （日）　 　 　 （日）

浸透ポテンシャル（P ）
　 　

−O．75MPa
　 　 −1．OOMPa
　 　 −1．25MPa
　 　 − 1．50MPa

処理 日数（D ）

　　 　　 3 日

　　 　　 5日

　　 　 10日
　　 　 15日

有意水準
　 　 　 　 P
　 　 　 　 D
　 　 　 P × D
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品種 ニキヌヒカリ，プライミングは PEG6000 を使用し，15
°C 暗黒下 で処理した，

最終発芽率は播種 後21日目に おける累積発芽率．平 均発芽 日数 ＝ Σ （nt ）／N，
但し，tは発芽所要 日数 n はt日 目に発芽した個体数 N は置床数．発芽期間
は発芽数が最終発芽個体数の loo／・に達して から90％ に達するまで の 日数

筒
一

アルファベ ットを付した平均値間にはTukeyの スチュ
・一デント化した範囲検定にお

い て 5％ レベ ル で有意差がみ られない ことを示す．NS ，＊＊，＊＊＊は それぞれ有

意でない こ と，10／・およびα 1％ で有意であることを示す，

　　　　　　　　表 2 プライミング効果の品種間差異

品種 　　　　　　　　　　　　 平均発芽 日数（臼）

対照区　処理区 t検定　 対照区 処理 区 t検定　対照区 処理区 t検定

最終発芽率（％ ） 発芽期間（日）
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プライミン グは PEG6000 −O．75MPa 溶液中に 15°C暗 黒 下 で 10日間処理した．対照 区 は蒸留水に

15°

C 暗黒下 で 3 日間処理 した．最終発芽率は播種後14日 目における累積発 芽率，平 均発芽
臼数 発 芽期間につ い て は表 1注参照 ，NS，＊，＊＊および＊＊＊は それぞれ有意でない こ と，5％，
1％，0．1％水準で有意で あるこ とを示す，
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